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外海ホタテガイ産業定着､促進 (予備)試験

*1 *2･ *2
田中 俊輔 ･長津 秀二 ･長谷川幸雄 ･藤田 定男 ･対鳥 廉介

Ⅰ は じ め に

1)外海血沈の経過と放洗効果を規制する要因

青森県外海でのホタテガイ放流事業は昭和47年の三沢沖自然発生をきっかけに､昭和51年から

昭和53年まで三沢沖で大規模放流が行なわれ､さらに昭和53年からは試験研究を主要な目的とL
l) 2)3) 4)5)

た大規模放流事業が行なわれた｡外海におけるホタテガイ増殖事業の概要については塩垣､仲村
6)7)

が､放流適地については仲村の報告がある｡この中で仲村は放流適地選定の基準として次の4点

をあげている｡即ち､ホタテガイにとっての棲み易さ (場の問題)から､

a)底 質

b)水温 ･波浪 ･流れ

C)底生生物の種類 ･生息数

一方､増殖を図る人の側から

d)漁場管理､他種漁業との調整､密漁対策

をそれぞれあげている｡

今までの外海放流事業では､放流個数の多寡､放流適地の選定､放流後の成長 ･生残率が主に

論議されてきた｡それらはいずれも外海放流事業を実施するのにあたり勿論重要であるが種苗

の質 (種の問題)が表立って論議されることは少なかった｡ しかし､種苗の質はa)～d)にも

匹敵 して重要で､種苗の質がホタテガ イの生産に大きな影響を及ぼすことはむつ湾における昭和

50年の大量へい死問題にみられるとおりである.

2)外海における放流用種苗の確保

外海で種苗を確保するために次の3つの方法が考えられる｡

a)地元で天然採苗をして椎貝採取､中間育成 した後に放流する｡

この方法が最も望ましいが､地元に天然採苗ができる漁場を必要とする｡例えば､大規模放

流事業を実施 している太平洋地区の椎貝付着個数は第 1表に示すように年平均で1,731-32

個/袋と少ない.しかし､定期的な浮渉幼生調査が殆んどされていないために､投入適期に採

苗器を入れた場合､どの程度の椎貝が付着するかはまだ検討の余地があるように思われる｡

b)椎貝採取､あるいは中間育成 した種苗を購入する｡

この方法は今まで広く行なわれ最も簡便である｡しかし､自然発生貝の移殖放流は例外とし

ても､椎貝を購入する側の漁協が種苗の質について十分に理解 しているとは限らない｡また､

販売する側の漁協が中間育成 した種苗の質を将来にわたって保証するというものでもない｡

*1 むつ地方水産業改良普及所 *2 青森県水産事務所
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第 1表 青森県太平洋地区における椎貝付着状況

年 調査月日 調 査 漁 協 付 着 個 数 投 入 月 日 調査袋数 備 考

上 中 下 平 均55 7月.- 階 上 町 353 693 396 447 4月30日

5月9日 3 パイロット三 沢 市 1,848 1,

348 2,168 1,788 3八 戸 市 2

10 420 624 418 3 パイロット三 沢 市三 沢 市百 石 町百 石 町 160 1,960 1,288 1,1362,304*1,850*1,264*

3311 区画､ネ トロン区画､杉の葉 I区画8月 百 石 町市 川三 沢 市三 沢 市白 銀八 戸 市 1,172*1,128*1,568*6,656*1,078*1,688* 5月21日5月27日6月3

日6月2日6月2日5月2

日5月6日 121131平 均 1

,73156 7月15日 白 銀 22

3 912 808 648 3 柄

百 石 町 307 720 688 572■ 3 ネ ト

ロン市 川 184 672 856 571 3 柄～16日 八 戸

市 36 245 313 215 3 柄三 沢 市

三 沢 市 45 99 81 751,688 31 パイロット､網区画

8月3日 八 戸 市 863 992 1,11

9 991 3平 均

68057 8月4日

三 沢 市 72 179 2

16 171 3 網白 銀 52 158 153 121

3百石 町 沖 25 70 73 5

6 3 柄百石 町 岡

25 36 93 51 3平 均 10058

7月12日 三 沢 市 66 66 1 区画白 銀 9 9 1

メ-13日平 均 市 川 31 31 1百 石 町

21 2132 1* 垂下位置不明 (青

森県水産事務所調査)このような場合には､種苗引幕入 した漁協は数年後

に回収率の低下を招き､販売 した漁協側も自家用の種苗に何らかのマイナス影響を受けるという多 く



C-1)は運搬後直ちに椎貝を採取 して中間育成を始めることができるという利点があるが､

採苗器にはホタテガイ椎貝だけでも数万個､その他にも多数の付着物､例えば､ムラサキイガ

イ､ワレカラ､ユーレイボヤ等のために採苗器の重量､ボリューム共に嵩張り､運搬に支障を

きたす｡また､この時期､付着椎貝は落下 し易くヾ運搬途中の振動､あるいは運搬後に時化そ

の他の都合で一次湾内に採苗器を仮垂下すると､落下 して底にたまった椎貝の大部分は種苗と

して使えなくなる｡

これに対 して採苗器に椎貝が付着した直後に採苗器を運搬する場合は､ホタテガイ椎貝も含

め､付着物が小さいためにC- 1)に比べると採苗器が殆んど嵩張らず運搬が容易である.普

た､椎貝が小さいために運搬途中の脱落個体が少ない｡そして半月～ 1ケ月後の採取適期時期

に採取すれば良い｡

従って､種苗を確保する方法としてa)､b)､C)をそれぞれ比較すると､C- 2)がよ

り現実的な方法であるこ とがわかる｡

しかし､a)にも言えるがC- 2)で椎貝採取､中間育成を始めようとした場合､外海には

ホタテガイ増養殖に従事 した経験を持つ漁業者が少なく､施設の設置､維持管理は勿論椎貝採

取､中間育成技術が未熟なために数10万個の種苗ですら生産することは容易でない｡

本試験は､青森県外海のホタテガイ放流事業を種苗の質から見直すために小規模ではあるが採苗

器をむつ湾から外海に運搬 し､採苗器の適正な運搬方法､外海における椎貝採取および中間育成方

法を検討し､外海放流事業を実施するうえでの知見を得ると同時に､合わせて ｢椎貝を放流すれば

生産が得られる｣と思って外海放流事業に携わっている関係者にホタテガイの種苗に対する理解を

深めてもらうために本試験を実施 した｡

Ⅰ 採苗器運搬に関する事前調査

運搬方法を検討するために運搬時と同様に採苗器を梱包 し､6時間後に付着椎貝の生残状況を観

察 した｡

1)付着稚貝調査

採苗器垂下場所および投入月日

:青森市久栗坂実証試験漁場､昭和59年 6月 9日 註)

川内町実証試験漁場､昭和59年 6月11日 註)

註)例年は4月中旬から5月上旬に採苗器を投入するが､本年は低水温の影響で2ケ月近

く遅れた｡

採苗器垂下状況 :2つ折りにしたネトロンネット (130m)をたまねぎ袋に入れ､10袋を1連

とした｡採苗器垂下施設の状況を第 1図に示す｡青森市久栗坂実証試験漁場の施設は採苗器運搬

期間中を通 じて幹綱水深を8mに設置 した (採苗器の垂下水深はほぼ8.0-17.3n).一方､川内

町実証試験漁場の垂下施設は初め幹綱水深を15nにして設置 したが7月下旬～8月上旬に付着椎

貝の落下が湾内でみられるようになったために8月 9日に幹綱水深を23nに下げた (採苗器の垂

下水深はほぼ23.0-32.3n)0
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調 査 月 日:梱包方法を検討するのに先立って付着椎貝調査を7月 4日に行った｡調査結

果を第 2- 1表､第 2-2表に示すように､垂下水深が異なる3つの採苗器に付着 した椎貝の辛

均殻長はそれぞれ､526.2p､514.8fL､466.8FLで殻長範囲は260-940pであった｡付着個

数は､2,815個/袋､1,689個/袋､2,383個/袋である｡

6月11日投入 8月9日幹綱天棒を15mから23mにする

浮玉

採苗器10袋の平均の長さは9.2

5m垂下水深 上段 8.0- 8.9m中段 11.7-12.6m
下段 16.3-17.3m

海底第 1図 採苗器の垂

下状況上 :川内町実証試験漁場 下 :青森市久栗坂実証試験漁場 i23.0-23.9m*26.7-27.6mT 31

.3-32.3m2)採苗器の梱 包◎ 梱 包 方 法運搬容器は1)ンブ運搬用の発

泡スチロール箱を使った.箱の底に真水を入れたビニール袋をすき間なく敷きつめ (10Je
)箱ごと凍結 した｡運搬時には氷の上に1/ 2に切った麻袋を敷き(麻袋は室温中に放置 したもの､あるいは冷蔵庫内で冷却 した2種類)採苗器 1連を入れ



第 2-1表 ホタテガイ付着椎貝調査結果

採首巻な垂下場所 運 搬 後 の垂 下 場 所 調査月日 垂 下 層(n) ゝヽ個 / 袋 生 見 死 点 -い

死率形 鼓 長 〝青 森 市久 粟 坂実証試験漁 場(45n)投入月日6月9日 7月4日 上 8.0-.8.9中 11.7-.12.6下 16.3-.17.3 2,815 5)(2,166)1,689(1,300)2,383(1,834) 526.20± 118.089514.80± 110.089466.80± 93.9047月12日 上 8.0- 8.9中 11.7-12.6下 16.3-.17.3 4,544(3,496)5,696(4,382)3,296(2,536) 舗5.39± 228.144913.4

8± 201.818848.79± 167.9848月3日 上 8.0-.8.9中 11.7-12.6下 16.3-.17.3 1,152( 887)3,024(2,327)2,304(1,773) 1,444.44± 383.8791,

492.33± 359.7181,358.33± 378.248八戸市鮫浦 10月20日 第 1回 運 搬第 1回 運 搬第 2回 運 搬第 3回 運 搬 67( 52)186( 143)226( 174)3,837(2,952) 571221813,677 106445160 14.934.419.94.2 14.48± 3.5

4312.42± 2.67213.87± 3.694ll.20± 2.912m川 内 町実証試験漁 場(34n)投入月日6月11日 7月31日 上 15.0-15.9中 18.7-19.6下 23.3ノ-24.3 15,104(ll,620)6,112(4,702)12,800(9,847) 1,

802.12± 552.5541,868.85士 525.9691,556.00± 468.1948月9日 上 15.0.-15.9中 ,18.7-.19.6下 23.3-24.3 9,072(6,979)10,144(7,804)4,416(3,398)



生 見 死 月 備 考 II工 / ′'一

一㌔範 囲 母平均区画の推定99.7% N 鼓 長 JW 範 囲 母 平 均 区 画 の推

定 99.7 % N880′-320940.-320720ノー′260 490.951.- 561.449481.941ノ- 547.695438.770-.. 494.830 100100100 平 均

2,296個/袋(1,767)2,125-.2751,625- 3001,200- 275 924.845- 1,005.930881.439.-. 945.527813.760.-- 883.813 284356206

平 均4,512個/袋(3,471)2,450-.7002,500-.6503,850-.600 1,309.670--1,579.2201,414.040- 1,570.6201,259.120-.1,457.550 72189

144 平 均2,160個/袋(1,662)23.20ノ-8.7019.70J-6.4022.00--6.0021.30-..4.10 13.083-.. 15.873ll.696-.. 13.14213.049ノ- 14.69210.645-.. ll.748 57122ノ181250 7.77〝 1.0469.49fL2.3818.35FL1.9398.35FL1.768 9.20′-6.2016.90-..5.6013.20.-′6.0013.10-..4.40 6.853--.8.7278.608.-′10.3807

.492.--9.2067.928.- 8.764 1064451603,000-.6003,300- 5502,750- 600 1,650.170- 1,954.0701,754.970-.1,982.7201,416.250- 1,6

95.750 118191100 平 均ll,339個/袋(8,723)4,500- 7004,380- 7205,120- 650 2,583.900- 2,901.8102,377.010- 2,690.6802,428.550



採首巻な垂下場所 運 搬 後 の垂 下 場 所 調査月日 垂 下 層(n ) ゝヽ個 / 袋 生 見 死 点
へい死

率形 a 長 〟(34n)投入月日6月11日 4)8月27日 1 23.0-23.9中 26.7-27.6下 31.3-.32.3 9,792(15,897)7,488(12,156)5,008(8,130) 9,5687,3124,816 224176192 2.32.63.8 3.08± 0.7663.46±

1.0003.69± 1.052JE肝4)9月6日 上 23.0-.23.9中 26.7-27.6下 31.3-..32.3 7,840(6,032)10,528(8,100)7,456(5,736) 1)7,8082)10,2723)7,424 3225632 0.42.40.4 4.65± 1.15

24.65± 1.2185.53± 1,745JET東通村石持 9月20日 第 1回 運 搬 5,164(3

,972) 4,846 318 6.2 8.74± 2.692薫打1) 1.5分 目ふるいで808とれ る｡2.0分 目で48とれる｡ ヒ トデ 1個 (腕長17JE

m)2) 1.5分 目ふ るいで1,044とれ る｡ 2.0分 目で46個 とれ る｡

3) 1.5分 目ふ るいで

2,528とれ る｡ 2.0分 目で1,128個 とれ る｡4) 炭長の単位はJm｡5) ネ トロンネット100cnあたりの付着数 ､8月27日は流 し網1

00gあた りの付着個数 ( )内 .第 2-2表 ムラサキイガイ付着椎貝調査結果

採苗器 な垂下場所 逮 搬 後 の垂 下 場 所 調

査月日 垂 下 層(n) ゝヽ個 / 袋 生 月 死 貝 -い死率形 # 長 〟青 森 市久 粟 坂実証試験漁 場 八戸市鮫浦 10月20日 第 1回 運 搬第 1回 運 搬第 2回 運 搬第 3回 運 搬 988( 760)1,204( 926)580( 446)5,564(4,280) 9721,1935755,458 16ll5106 1.7

1.00.91.9 15.12± 4.31215.99± 4.88614.80± 5.4318.54± 2.506川 内 町実証
試験漁 場 東通村石持 9月20日 第 1回 運 搬

3,342



生 月 死 見 備

考範 囲 母平均区画の推定99.7% N 鼓 長 一∫範 囲 母 平均 区 画 の推 定

99.7 % N5.50..-1.105.60-〟.606.00ノ-1.20 2.980-. 3.1743.315-.. 3.5953.512-. 3.876 598457301 2.66±1.0993.08±0.9922.75士0.806 4.20.-1.004.50.-1.204.20-1.50 1.808ノ- 3.5072.226.-′3.9372.082.- 3.418 14ll12 平 均7

,429個/袋(12,061)7.00-〟.607.30-..1.2010.20ノ-1.10 4.426.-′ 4.8584.447一- 4.8548.190.- 5.876 244321232 2.34.29±1.2773.03±0.857 6.00-1.804.70-..2.30 3.021一一5.5542.075ノ-3.992 1

86 平 均8,608個/袋(6,623)15.80-3.50 8.255-. 9.254 250 6.26±1.556 10.60.-′2.50 6.060一-6.453

250生 月 備 考範 囲 母平均区画の推定99.7% N25.90一-4.7031.40J-3.5029.20-4.8016.80-3.50 14.300JT 15.93315.062.- 16.91313.773.- 15.8308.061-.. 9.011 250250250250 キヌマ トイガイ 0､7カザう ガイ 0キヌマ トイガイ 0､7 カ

ザ ラガ イ 1キヌマ トイガイ 0､7カザ ラガ イ 1キヌマ トイガイ 174､7カザ ラガ イ 3015.80..-1.5



◎ 発泡スチロール箱内の温度変化

自己温度記録計 (Fhl､Ni2)､最高最低温度計 (Fh3)を使って発泡スチロール箱内の温

度変化を記録 したところ (第 3表､第 3図)､6時間後の箱内温度は3- 9℃で麻袋の前処理

によって差がみられた｡また､冷却 した麻袋を使 うと､今回の室温程度では箱内冷却用の氷は

全く解氷 しなかった｡

第 3表 発泡スチロール#内の状況

NcL 日 時 室 温 ℃ 箱内の温度℃ 現 存 水 量 5吻 袋 2個 の残 存

割 合 %1 59年 7月5日 9:00-15:00 19.-21 9.-17

64 52 平均 582 59年 7月9日 10:00.-16:00 19.-21 3.- 5

100 100 平均 1003 59年 7月12日 9:45.-15:45 現場温度 4.3

.-26.6 100 100 平均 100註)Nil､Fh2は自己温度記録計､札 3は最高最

低温度計を使用｡第3図 発泡スチロール箱内の温度変化3) 穀

長別付着稚貝の生残率梱包後､2時間､4時間､6時間を経過 した付着椎貝の殻長別生残率は

第4図に示すようにいずれも100%であった｡なお､観察 した付着椎貝50

0個体の平均殻長は708.52±142.75/J(1,480-300FL)で殻長組成を

第 5図に示す｡Ⅱ 採苗器 の運搬青森市久栗坂実証試験漁場から八戸市鮫浦へ2臥 川内町実証試験漁

場からは八戸市鮫浦へ 1回と東通村石持へ 2回運搬 した｡八戸市鮫浦-の第 1回運搬時の付着椎貝の平均殻

長は965.4〃､913･5p､848･8pで殻長範囲は275-2,125FLであった.採苗器を取り揚げて再び海中に垂下
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,3001,4001,500〝第 5図 殻長別付着椎貝の

生残率調査に供 した椎貝の殻長組成第 4表 採苗器の運搬状況廃苗器の 運
搬後の 運 搬 年 月 日 運 搬 連 数 取り揚げ開始時

間 開 箱 時 の 温 度垂下場所 垂下場所 垂 下 終 了 時 間 (範囲)℃青 森 市久 栗 坂 八 戸 市鮫 浦 第1

回運搬 7月18日 2連×10段 6:10ノー9:10 9.0(7.0.-22.0)

第2回運搬 8月2日 3 ×10 6:22.-9:25 15..5(15.0-25.5)

川 内 町 第3回運搬 9月7月 22 ×10 6:00.-10:15 Ⅰ;45..:豊 3二三:::

三東 通 村石 持 第1回運搬 7月31日 3 ×10 6:21.-8:15 16.0(13.5.-26.0)第2回運搬 9月11日 22 ×10 6:05.-8:35 14.

0(ll.5-



-■ー田下場(陸奥湾)青森市栗坂実試験漁

川 内実証

漁苗器遵後の垂場所(外海)八 戸戟東

通 村拷 椎貝採取(センター指導)付着椎貝調査 (1



中間育成施設の概要を第 7図に示す｡八戸市鮫浦の中間育成施設は元々､ワカメ養殖のために設

置されたもので､第7図にみられるようにそれぞれがわたりでつながれてセットになっている｡一

方､東通村石持の施設は､本試験を実施するために設置 した｡施設は錨のかわりに土俵30俵で固定

され､幹綱水深2n､幹綱部分100nの一般的な施設である｡

土俵200kg

土俵30俵一■ヽ 300n 一ヽ■

■ー一■

I_-

,ヽ一ヽ■ Irヽ｣

tI 一■ヽL

I一■
■■ヽL｣ヽ一■
■■> 200m
ヽ一ヽ■

ヽ

一■ ■■ー

■■ー■rt■■ー-■ヽ

一■
I一■
I一■
I

第 7図 中間育

成施設上 :東通村石持､下 :八戸市鮫涌 60kg錨註)幹綱とわたりの交点には全て土俵が入

っている｡Ⅳ 中 間 育 成椎貝採取および中間育成の経過を第 6図､第 5表に示す｡1) 八 戸 市

鮫 浦青森市久栗坂実証試験漁場に垂下 した採苗器の付着椎貝個数は､2,296個/袋 (7月4日

)→4,512個/袋 (7月12日)-2,160個/袋 (8月3日)と7月12日から8月3日に

は約 1/2に減少した｡八戸市鮫浦に運搬した第 1回運搬分採苗器の付着椎貝個数 (10月20日)

は127個/袋､第2回運搬分採苗器は226個/袋で宕託 × 100- 3% ､葦 × 100-10･5
%と減少 したoこれは八戸市鮫浦に運搬 した採苗器だけにみられた現象ではなく､8月21日の調査では青森

市久栗坂実証試験漁場にそのまま置いた採苗器の付着個数も579個/袋 (へい死率22.1%､

生月は453個/袋)､殻長範囲は0.4-3.4mmで8月3日の調査時の穀長範囲 (0:6

-3.8mm)に比較 しても殆んど成長していない､というよりむしろ成長 してから椎貝が脱落

したと言った方が良いかもしれない｡この傾向は青森市久栗坂実証試験漁場の採苗器では､すでに

第 2回採苗器運搬時にみられていたものの､第2回採苗器運搬時に八戸市

鮫浦に垂下 した第 1回運搬分採苗器の付着椎貝の様子を外観から観察したところ付着個数､成長共

順調であった (未測定)｡しかし､椎貝採取時にはいず

れの採苗器も運搬時の付着個数に比べて大巾な減少がみられた｡椎貝採取は10月20日に実施 した｡

椎貝採取に使った採苗器は9月7日に川内町実証試験漁場から運搬した採苗器で,運搬後43日間

を経たものである｡付着個数は3,837個/袋で､運搬当時の9月6日の付着個数の謁 × 100-44･
6%の歩留｡であった｡この値が正常か



第5表 中間育成ホタテガイ測定結果

養 殖 経 歴 調 査年 月 日 謁査個数 篭 速 度 平均収容
個 数 坐生月個 N煮 ' 長JET 範 囲 Jn 99.7%

1) N全 重 量ダA戸市較捕 ･o/20にl2相 /バ tにした 59.ll.15 22 ノく-′レネ ッ ト 1.段 22 22 N- 2226.72j=2.683 31.70- 21.40 25.041-

28.395 N- 222.14± 0.586･o/20に - /- 匡 した 48 ノく-.′レネ ッ ト 1段 48 47 N- 3525.92± 2.430 31.60.-.22.7

0 24.706一-27.134 N- 351.92± 0.496･o/20に卜oo個/- にした *51 ノく-′レネ ッ ト 1段 49 N- 4925.51± 3.500

35.40～ 18.50 24.026-26.995 N- 491.80± 0.64010/20 11/15l10㈹ /- ト 20個/パ fI1-10段 59.12.18 A201920211920201919 /i-/i,ネ ッ ト 1段目2345678910 26201920211920201919 25201920201920201919 N- 2528.59± 3.009N- 2032.73± 2.760N- 1932.39± 3.237N- 2030.97± 2.814N- 2032.49± 2.899N- 1934.30± 3.380N- 2033.85± 3.493N- 2034.26± 3.103N- 1933.73± 3.232N- 1932.49± 1.744 33.00一一 22.4038.40..- 27.4038.60.- 25.1037.50.- 25.7039.00- 26.4041.lo一一.29.6041.40一- 24.8041.20- 29.6039.40- 29.8035.00一一 28.20 26.819-30.35730.920.-.34.53030.221-.34.55829.130.-′32.81030.594一一-34.38632.035ノ-36.56531.561-36.12932.226.-′36.28431.566--35.89731.321J-33.658 N- 252.83± 0.843N- 204.05± 1.067N- 194.05± 1.128N- 203.40± 0.900N- 203.79± 0.925N- 194.52± 1.377N- 204.

40± 1.254N- 204.36± 1.164N- 194.03± 1.124N- 193.92± 0.715(合計) 203

201 32.47± 3.423 41.40一- 22.40 31.744一-33.189 N- 2013.91± 1.15010/20l20個/-ト 1-log 59.12.18(合計) 17181819201918202018187 ノく.-′レネ ッ ト 1段目2345678910 17181819201918202018 17181819191918202018186 N- 1730.99± 3.234N- 1834.39± 5.939N- 1837.34± 2.792N- 1938.94± 2.670N- 1937.47± 3.671N- 1939.06± 3.843N- 1838.20± 2.713N- 2036.37± 5.805N- 2039.32士 3.413N- 1838.87± 2.766N- 18637.17± 4.500 36.30- 22.7043.10- 17.2044.00一- 33.7043.30一- 34.3042.50..-27.6043.60..-27.7042.50- 33.4043.3秒--14.5045.30一一一32.1044.80- 34.9045.30- 14.50 28.711-33.27730.308ノ-38.47035.426ノー′39.26337.148.--40.72635.010一-39.92736.489-41.63336.336-40.04032.575-40.16637.084-41.54736.%6-40.76836.179-38.153 N= 193.65± 1.029N- 184.72± 1.697N- 185.57± 1.170N- 196.02± 1.174N- 195.32± 1.316N- 196.14± 1.356N-

185.7



負

範 囲 99.7% 1) N鼓 高庇打 範 囲 99.70% 1) 鼓 巾 範 囲 99.7% 1) 異 常 貝個 数

異常貝出現 率 %3.10- 1.10 1.770-.2.503 N- 2227.05± 2.585 30.80- 21.90 25.430-28.%1 N- 226.04± 0.601 7.10- 4.60

5.665- 6.417 0 03.20ノ- 1.20 1.669.- 2.165 N- 3526.23± 2.465 31.70.- 21.40 25.002..-27.466 N- 355.73± 0.517

6.9O- 4.90 5.476一- 5.993 0 03.50.- 0.70 1.533- 2.075 N- 4925.52± 3.085 32.40ノー-19.00 24.212.-26.825 N- 495.74

± 0.703 7.40ノー.4.40 5.441′- 6.037 0 04.80- 1.406.30- 2.306.60.- 2.205.50一- 1.906.20′-′ 2.207.20- ー2.707.10ノ- 2.107.40- 3.006.40- 2.505.10- 2.20 2.336ノー-3.3283.347.--4.7433.297ノ-.4.8082.811ノー-3.9893.180- 4.3903.599- 5.4433.580ノー′5.2203.599一- 5.1213.279ノー-4.7843.442- 4.400

0 07.40ノー- 1.40 3.644.一一4.149 着 4 2.05.40- 1.608.20ノー- 0.908.00ノー′ 4.008.00-- 4.007.90- 2.508.50- 2.907.80J～ 4.208.60- 0.809.10- 3.509.10- 4.76 2.927.--4.3793.556ノー.5.8884.768- 6.3765.229-.6.8034.439.- 6.2035.228.- 7

.0455.086- 6.5034.525′- 6.6455.592- 7

.4285



養 殖 経 歴 調 査年 月 日 調査個数 篭 速 段 平均収容
個 数 坐生月個 NE &JEW 範 囲 〟 99

.7% 1) 全 重 量;10/20l50個/バ ト> 1-1順 59.12.18 39 ′く- ′レネ ッ ト 1段目 39 39444546414546485352 N- 3928.52± 3.266 34.40- 18.10 26.t梅9-
30.067 N- 392.88± 0.833474646454746485553 2345678910 474646454746485553 N- 4429.64± 3.167N- 4531.55± 3.039N- 4631.72± 3.902N- 4133.32± 4.052N- 4533.16± 3.220N- 4633.17± 3.202N- 4831.95± 4.331N- 5330.76± 2.602N- 5231.72± 3.672 36.40- 21.0038.20- 23.4039.00- 16.2040.00- 16.0044.30- 27.7042.20-..26.8042.70.-.19.8037.00.- 24.8040.10.- 22.80 28.225-31.05730.210-32.89730.012--33.42731.442.-35.19231.734-34.58231.769-34.57130.092′-33.80429.702-31.82630.206-33.232 N- 443.28± 0.937N- 453.56± 0.928N- 463.71± 1.133N- 414.14j=1.090N- 454.06± 1.110N- 463.89± 1.078N- 483.45± 1.243N

〒 533.23± 0.800N- 523.49± 1.128(合計) 459 N- 45931.55± 3.725 44.3

0- 16.00 31.030-32.072 N- 4593.57± 1.09110/20 11/15【画面Z∃ 一 画面Z∃ 60.3.27 193 ノく一･.′レネ ッ ト 10段×1連 19.3 193 cm N- 1005.55

± 0.443 6.50.-.4.30 5.421- 5.685 N- 10017.92± 3.71110/20玩面7司 - 60.3.27 185 /i- JL,ネ ッ ト 10段×1連 18.5 185

N- 100

4.62± 0.536 6.00- 3.30 4.461-.4.781 N- 100ll.53± 3.0932 ノ､l10/20t .l 60.3.27 403 ノく-′レネ ッ ト 9段×1
連 44

.8 403 N- 1004.96± 0.571 6.7α-′ 3.30 4.791- 5,131 N- 10014.82± 3.9325 バl東通村石持 1-lo授9/20約50個/パ 1～ 5了 60_3.20(合計)(合計) 31282931353234313532318614230ll144 /i-JL/ネ ッ ト/i- /i/ネ ッ ト/i-/i,ネ ッ ト/i- /I/ネ ッ ト/i- JL/ネ ッ ト/i-JL/ネ ッ ト/i- JL/ネ ッ ト/i- /i/ネ ッ ト/i- /i/ネ ッ ト/i- /i/ネ ッ ト/i- /i/ネ ッ ト/i- /I/ネ ッ ト/i- /I/ネ ッ ト/i- JL/ネ ッ ト 1段1段1段1段〟〟〟/y/y/yl段1段/I〟 31282931353234313532614230ll 24262731342728262927279533630ll130 N- 2426.75± 7.482N- 2634.25j=10.%0N- 2735.60±10.841N- 3131.67±10.542N- 3437.15±11.829N- 2733.05±14.701N- 2836.02±12.834N- 2634.68±11.796N- 2935.96±13.319N- 2736.21±11.893N- 27934.27±11.950N- 5330.41± 7.773N- 3635.00± 8.392N- 3036.35±10.558N- ll38.57±10.846N- 13033.74± 9.287 43.00.- 15.8059.80.- 17.0055.00ノ- 17.6055.00′- 14.2056.40-.16.5063.60.-′13.0061.20ノー-14.0058.40- 18.2061.20ノー-14.0056.20- 13.1063.60- 13.0047.20- 17.4051.40一-.18.8050.50.--15.4048.50′- 15.8051.40.--15.40 22.265ノ-31.23527.927′-40.57329.462ノ-41.74626.080.-.37.25631.157-43.14924.791-41.37728.873-43.16327.879-41.49028.671-43.25329.493.--42.94932

.130-.36.41527.235-33



負

範 囲 99.7% 1) 煮 高Nlー 範 囲 99.7% 1) 皮 巾 範 囲 99.7% l) 異 常 且個 数

異常貝出現 率 %4.80′- 0.605.40.一- 1.405.80- 1.506.30- 0.706.20- 0.508.00.- 2.207.90-.2.407.70.- 0.805.30- 1.706.80- 1.10 2.490..-3.2792.863ノ- 3.7013.146- 3.9663.215- 4.2%3.640.一-4.6483.567- 4.5493.422.- 4.3652.921- 3.9872.902- 3.5553.022ノー-3.

9518.00- 0.50 3.41

7-.3.723 着 1 0.228.00′- 9.00 16.812-19.028 0

022.00- 5.00 10.607.--12.453 り 0

24.00′- 5.00 13.646.-.15.994



採取は採苗器を陸上に持ち帰って行い､常法通り木枠にパールネット網地を張った2分目のフ

ルイで選別し､パールネットに収容した｡
8)

収容個数は地まき放流用種苗の中間育成では脇野沢村で実施 した実証試験を参考にして第6図

に示 したように

100個/パ

10個/丸

50個/パ ､また､垂下養殖用種苗の中間育成は､ 20個/パ 100個/パ

は11月15日に 圏 に分散し､さらに昭和6時 3月27日に 回 ､

にそれぞれ分散 したが昭和60年 7月に突発的な事情で中止せざるを得なかった｡

地まき放流用種苗の中間育成終了時の成長､生残率は第 5表に示すとおりで､12月18日には

平均殻長31.55±3.725mm､280個/物､昭和60年 3月27日には平均殻長4.96±0.571m､68

個/kyであった.

2) 東 通 村 石 持

川内町実証試験漁場に垂下 した採苗器の付着個数は11,339個/袋 (7月31日)-7,877個/袋

(8月9日)→7,429個/袋 (8月27日)-8,608個/袋 (9月6日)と殆んど減少 (脱落) し

なかった｡

椎貝採取は9月20日､10月10日に実施 した｡椎貝採取に使った採苗器はそれぞれ､7月31日､

9月11日に川内町実証試験漁場から運搬した採苗器で運搬後51日､29日を経たものである｡

付着個数は5,164個/袋で運搬当時7月31日の付着個数の
童肇 ×

100-45.6%の歩留りであっ

た.平均殻長は8.74±2.692m､殻長範囲は15.80-3.'50mmであった.

採取は採苗器を陸上に持ち帰って行い､常法通り木枠にパールネット網地を張ったふるいで選

別し､パールネットに収容した｡収容個数は八戸市鮫浦と同じく 50個/パ とした｡

中間育成終了時における成長､生残率は第5表に示すとおりで､昭和60年3月20日には平均殻

長34.27±11.950m であった｡
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Ⅴ ま と め

1) 外海で種苗を確保するためにむつ湾で天然採苗 した採苗器を八戸市鮫浦､東通村石持に運搬 し

て再垂下 した.第 1回運搬時の殻長範囲はそれぞれ､0.3-2.1mm.0.6-3.3mmであった.

2)本試験で実施 した運搬方法だと殻長が300-1,480βの付着椎貝でも6時間後に全て生存 して

いた｡

3) 青森市久栗坂実証試験漁場から運搬 した椎貝に運搬後漸くして脱落がみられ､付着個数が減少

したものの､むつ湾内で引き続き垂下 した採苗器の椎貝に比較すると脱落時期が若干遅れた｡同

様な現象は青森市久栗坂実証試験漁場の採苗器でもみられた｡ しかし､八戸市鮫浦､東通村石持

に運搬後の川内町実証試験漁場の採苗器には青森市久栗坂実証試験漁場の採苗器に付着 した椎

貝のような脱落がみられなかったことから運搬方法に問題があったとは考えにくい｡

4)中間育成したホタテガイは八戸市鮫浦では昭和59年12月18日､昭和60年 3月27日､東通村石持

では昭和60年3月20日に測定して試験を終了したが､両地先のホタテガイの成長に差がみられた｡
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